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－ 研究目的 －

本研究課題は、 近年の地震被害において被害が散見されている露出柱脚の被災後補修法を構築することが目

的である。 2023年度は、増打ちコンクリート部（以下、補修部）を対象とした要素実験を行い、補修部のあと施工

アンカーおよび柱主筋が被災後補修の力学性能に与える影響について検討した。

－ 研究成果・効果 －
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試験体ごとに露出柱脚の耐力を左図に示す。図中、●

印は最大耐力、 ●印は残存耐力の実験値であり、破線

は本研究が提案した両者の計算値である。

定着部破壊の最大耐力は指針式とダボ効果の和，界

面部破壊の最大耐力は既往研究の界面のせん断応力

度と界面部の総面積の積として評価する。

一方、残存耐力は、破壊後に作用するあと施工アン

カーと柱主筋が全て降伏すると仮定して、それらの和とし

て評価する。

最大耐力と残存耐力の計算値は、両者の実験値と概

ね対応している。したがって、本研究課題が提案した評

価式を用いて、最大耐力と残存耐力を評価できる。
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